
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,700 単位時間 636 単位時間 532 単位時間 585 単位時間 0 単位時間 97 単位時間

年 ○○ 単位 ○○ 単位 ○○ 単位 ○○ 単位 ○○ 単位 ○○ 単位

100 人 67 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） ○○

教員の属性（専任
教員について記

入）

① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 9

② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 10

③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 25

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

11

④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 6

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総授業時数 ○○

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 ○○

0

うち必修授業時数 333

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 193

株式会社キャン、株式会社TSIホールディングス、株式会社　V'Works、株式会社アーバンリサーチ、NEW YORK JOE EXCHANGEⓇ、
坂善商事株式会社、株式会社ネクステージ、株式会社RーNEXT内定、合同会社PVHジャパン カルバンクライン、株式会社パル、株式会社エイチグループ

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

○○

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.tfac.ac.jp/course_post/ファッションビジネス科/

50
■進学者数 0
■その他

留学希望者1名、アルバイト10名、就職活動中10名

○○

うち企業等と連携した演習の授業時数 ○○

うち必修授業時数 ○○

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 333

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 193

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和4年度卒業生）

21
■地元就職者数 (F) 0
■就職率 (E/D) 　： 64

0

就職等の状況

■卒業者数 (C) 　： 42
■就職希望者数 (D) 　： 33
■就職者数 (E) 　：

年度卒業者に関する令和４年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
学校教育法に基づき、高度な専門知識と技能習得をとおして創造性豊かで人格的にも優れた人材を育成し、ファッション業界全般、
服飾繊維産業界の発展に貢献。

学科の特徴（取得可
能な資格、中退率

等）

取得可能資格：ファッションビジネス能力検定、ファッション販売能力検定、色彩検定
昨年度中退率：6％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

服飾・家政 服飾専門課程 ファッションビジネス科 平成22(2010)年度 - -

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和5年9月14日

170-0002

03-3946-7321
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人池田学園 昭和51年9月10日 野間 憲治 東京都豊島区巣鴨1-19-7
170-0002

03-3946-7321

東京服飾専門学校 昭和26年9月27日 山下　節子 東京都豊島区巣鴨1-19-7

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

③

③

③

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

塚田　龍一 株式会社ステップス
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

令和5年8月31日現在

副田 勝久 池田学園 教務 ファッションビジネス科教論
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

大島　佐和子 池田学園 教務 ファッションビジネス科教論
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

山下 節子 池田学園 校長
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

久野 麻衣 池田学園 教務 就職担当
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

石川 誠 池田学園 教務 ファッションビジネス科教論
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

名　前 所　　　属 任期

境　泰志 一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行っ
ていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

教育編成委員会をはじめとした企業委員や、産学連携企業と毎年２回以上の授業検討機会を設けて学科目的、習得目標に沿ったカリキュ
ラムの検討と作成をおこなっている。企業・団体委員とはGPAをもとにした習学成果や評価についても共有をはかり、とくに企業連携実習の
充実について企業・団体委員からの助言や協力をいただき、実務を反映した技術の習得や即戦力になる人材育成の充実を図った取り組
みを広げている。さらに授業の枠組み以外でも教職員の知識向上のための研修や見学機会を設置して最新の業界の動向を踏まえて授業
作りに役立てている。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本校での教育課程編成委員会は外部の企業・団体教育編成委員と本学の学科長クラスの職員により構成されている。委員会で出された
提言や報告は学科構成や学校運営を取り行う運営部に対して行う位置付けとなり、本校の基本方針を踏まえて検討したのち取りまとめ、
教務へ指示される運びである。
教育編成委員会の開催については前期末（８月）に次年度のカリキュラム編成について、年度末（３月）には改善や提言の実施状況、効果
の確認、改善点について開催している。委員会の検討結果は運営部にその都度報告され、運営部で次年度計画において全教科とのバラ
ンスや企業・団体との連携を図りながら取りまとめを作成し、必要に応じて理事会の承認を得ながらカリキュラムの編成を行う。
日々の授業運営等においては学科長や上位教職員が中心となり、即時に修正や改善の対応していく。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

中村 潤 株式会社アズノゥアズ
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

＊　教育課程編成委員会等の企業等委員の選任理由（推薦学科の専攻分野との関係等）※別紙様式３－１

年２回　（３月、８月）

（開催日時（実績））

＊　教育課程編成委員会等の位置付けに係る諸規程

第２回　令和5年8月25日　14：00～16：00

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

令和4年3月の委員会では、就職を念頭したビジネスマナーの強化が必要との意見があり、令和5年度の就職ガイダンスにおいてマナー解
説の時間を増やし、また学内での挨拶と生活マナーの徹底を図ることとした。カリキュラムとしてはECだけに特化せずにさまざまなWebを
使ったPRやSNSの活用を取り入れる必要があるとの意見から新たな教科をつくり、関係する企業との連携を行うこととした。さらに学内の
DX導入をすすめ学生個人個人へのiPad貸与を開始し、IT化やオンライン化の実践教育に役立てることとした。

吉田　愛里 株式会社　クレヨン
令和5年4月1日～令和6年3月31日（1年）

第１回　令和5年3月15日　14：00～16：00

＊　教育課程編成委員会等の規則

＊　学校又は法人の組織図
＊　教育課程編成委員会等の開催記録

（別途、以下の資料を提出）



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

2022.7.21 対象： 授業担当教員

就職指導における、EC職種の動向把握とキャリアプランについて理解する。

2022.10.18～20 対象： 授業担当教員

「サスティナブル時代における成長戦略」、「最新トレンド分析情報収取」

ファッションDX　EXPO秋 連携企業等： FaW TOKYO

・　学科長ならびに事務長等は、毎年度、外部関係企業や団体による研修機会を生かし、研修の体系、研修先、目的及び内容を定めた
研修計画を策定するものとする。
・学科長ならびに事務長等は、所属職員に対し、職務の遂行上必要な知識、技能等を修得させるため、
職場研修を行うよう努めなければならない。
・本校は、前項の研修が円滑に運営されるため、必要な指導又は援助を行わなければならない。
教職員各自の実習技術の向上のため、技能勉強会と生産技術や新たな素材への知識の取得のために業界団体のセミナーや展示会
への参加を義務付けている。また指導力の向上についても学生とのエンゲージメント術などのトレーニング研修を行い指導方法の
質の向上を図っている。これらの職員研修は職務規定に付属する教員研修規定により、校長・理事長をはじめとする上級職員が職員に
受けさせることも義務としている。さらに個々の教員に対しても技術の向上や知識、指導力の向上を目的とした企業研修や研究実習へ
参加をする場合においても、費用は全て学校が負担し、勤務時間の調整や代休取得を可能として受講が出来る環境を整えている。

授業担当教員

「ファッション市場の動向と消費者行動変化」、「最新トレンド分析情報収取」

国際雑貨 EXPO ライフスタイル WEEK 夏　セミナー 連携企業等： （株）アーバンリサーチ

（２）研修等の実績

産学連携実習

プロモーション計画（WEBその他）を立案し、企画書に取りま
とめて企業様へ提出。
企業担当者様に選考して頂き、選抜作品をプレゼン
テーションさせて頂き、ご評価頂く。

株式会社ステップス
株式会社キャン

ファッションジャーナリズムⅠ クリエイティブの楽しさを学ぶ 株式会社bass

ファッションジャーナリズムⅡ
ファッション雑誌についての造詣を深める講義を
行うとともに、実際に学生たちが自分の手によって、
雑誌のページ制作を行う。

株式会社bass

連携企業等： （株）V'Works

１年次では職業意識を持つことを目標に、企業講師を招いた講演を中心に行い、職業意識と基本技術を習得した２年次からは企業から実
務担当者を講師として派遣いただいて、実務の課題をもとにした実習を行う。実習、演習が単なる体験とならぬようにプロセスの理解や関
連する業務にも理解を深めてたり、成果物の市場流通を体験して意欲の向上を期待している。
円滑な授業運営や、学生評価方法や習熟度の確認においては本校教員が授業に同席して授業運営をサポートする体制で行っている。

ファッションビジネス科の就職目標としてはMD、バイヤー、マーケティング、PR、販売職を設定しており、それぞれに必要な技能の紹介や技
術の取得を行うために企業講師による実習授業を促進している。
企業講師からの学生評価を行い、課題の理解度、提出課題の内容、課題評価点について教員との成績ミーティングをひらいて校内で定め
られた評価項目を５段階評価の一部として成績に取り入れている。また計画された連携授業以外でも実務研修やインターンシップの促進を
はかり、企業連携を学生個々へ年間を通して行なっている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

SNSマーケティング
アカウントの開設から運用方法を学び、集客や
ブランディング方法、各SNSの特徴を理解する。

株式会社レイワンダッシュ

サステナビリティ・ファーストな経営を志向するアパレルが増えている。その目的と戦略を学ぶ。

2022.4.6〜2022.4.8 対象：

ECの仕事研究

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

2022.7.6〜7 対象： 授業担当教員

（別途、以下の資料を提出）
＊　企業等との連携に関する協定書等や講師契約書（本人の同意書及び企業等の承諾書）等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

連携企業等： FaW TOKYO

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

①専攻分野における実務に関する研修等

ファッションワールド東京



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

豊島消防署

自己評価研修会 連携企業等：
特定非営利活動法人
職業教育評価機構

自己評価の実施と報告書の作成方法などを学ぶ。

学校での基本的な救命措置を学ぶ

2023.8.3 対象： 担当教員

アパレルの最新ECファクトリー（物流倉庫）を見学し物流システムの理解を深める。

アパレルビジネス研修 連携企業等：

2023.6.16〜11.14 対象： 学科長

専修学校における職業教育の制度、社会的位置付け、教育指導技術、学生支援の仕方、学校マネジメント等を学ぶ。

2023.8.1 対象： 全教職員

全教職員

多発する詐欺事件や闇バイトの現状の説明及びその対策を学ぶ

防犯研修 連携企業等： 巣鴨警察

②指導力の修得・向上のための研修等

2023.6.12 対象：

2023.10.19 対象： 授業担当教員

新業態開発について

普通救命講習会 連携企業等：

実際の仕事内容とキャリアプランについて理解する。

学生指導研修 連携企業等： （株）働く君と

2022.4.14 対象： 授業担当教員

2022.5.30 対象： 授業担当教員

DX化授業への取り組みについて 連携企業等： 株式会社アイリスオーヤマ

インタラクティブボードの操作・活用方法

アパレル業界の動向把握とキャリアプランについて

プレスの仕事研究 連携企業等： 株式会社スピンラボ

2022.4.13 対象： 全教職員

DX化授業への取り組みについて 連携企業等： 株式会社Too.

ipadを活用した授業方法

アパレル業界の魅力 連携企業等： 株式会社アストリア

2022.4.4 対象： 全教職員

②指導力の修得・向上のための研修等

2022.8.3 対象： 全教職員

連携企業等： 株式会社キャン

対象：

学生指導力・授業の展開力向上のため、模擬授業による勉強会を実施する。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

授業担当全教員

多様な価値観を持つ学生を理解し、目標を立てて就職、卒業まで成長を見守り指導する心構えを学ぶ。

模擬授業・勉強会 連携企業等： 学内

2022.8.18〜8.19 対象： 全教職員

2023.4.27

産学連携実習

授業担当教員

グローバルトレンド 「リコマース」について（株式会社メルカリ）

2023.10.11 対象： 授業担当教員

D2Cブランドとの協業 「百貨店の新たなマーケットアプローチ」（阪急阪神百貨店）

（株）アッカ・インターナショナル

産学連携研究 連携企業等： 株式会社ステップス

「売れるお店の条件と新規出店提案」をテーマに店舗リサーチ行う

2023.6.22 対象： 授業担当教員

アパレル企業のECページ作成とSNSでの発信について学ぶ

EC倉庫見学会 連携企業等：

ファッションワールド東京　セミナー① 連携企業等： FaW TOKYO

2023.8.24 対象： 授業担当全教員

株式会社キャン

ファッションワールド東京　セミナー② 連携企業等： FaW TOKYO

2023.10.10 対象：

教員教職課程研修 連携企業等： （社）東京都専修学校各種学校協会



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

＊　研修等の実績（推薦年度の前年度における実績）
＊　研修等の計画（推薦年度における計画）

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行う
に当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

学校評価委員会は学外の委員や卒業生で組織されており、学内組織の上位にある運営部へ直接提言出来るように位置付けられている。
学校評価委員会は学校職員全員が参加する自己評価委員会の評価報告をもとに、透明性と公平性の観点から評価の点検、検証と確認、
必要に応じては助言や改善提案を行う。評価の結果は運営部に報告され、理事会でも報告される。報告後は本校の教育理念や目標と、学
校評価の規定に照らし合わせて次年度の学校運営や授業に反映し、一般公表をする運びとなっている。
委員については運営部が学外の関係者から選考し、学校長・理事長の承認を受けて委託を行なっている。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

A 学校の理念に基づいた教育が行われているか
B 学校における職業教育の特色は何か
C 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか
D学校の理念・目的・育成・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか
E 各学科の教育目標、育成人材像は、業界の人材ニーズに向けて方向づけられているか

（２）学校運営

A 目的等に沿った運営方針が策定されているか
B 運営方針に沿った事業計画が策定されているか
C 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか
D 人事、給与に関する規定等は整備されているか
E 教務・財務当の組織整備など意思決定システムは整備されているか
F 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制は整備されているか
G 教育活動に関する情報公開が適切になされているか
H 情報システム化等による業務の効率化が図られているか

（３）教育活動

学校関係者評価研修会 連携企業等：
特定非営利活動法人
職業教育評価機構

学校関係者評価の効果的な実施方法と改善に向けた取り組み方

A 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針が策定されているか
B 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベルや学
習時間の確保は明確にされているか
C 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
D キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ
れているか
E 関連分野の企業・関係施設棟や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われ
ているか
F 関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技、実習等）が体系的に
位置づけられているか
G 授業評価の実施・評価体制はあるかH 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れている
か
I 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか
J 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか
K 人材育成目標の達成に向け、授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか
L 関連分野における業界等との連携において、すぐれた教員（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメ
ントが行われているか
M 関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上
のための取組が行われているか
N 職員の能力開発のための研修等が行われているか

（４）学修成果

A 就職率の向上が図られているか
B 資格取得率の向上が図られているか
C 退学率の低減が図られているか
D 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
E 卒業後のキャリア形成への効果を把握し、学校の教育活動の改善に活用されているか

（５）学生支援

A 進路・就職に関する支援体制は整備されているか
B 学生相談に関する体制は整備されているか
C 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか
D 学生の健康管理を担う組織体制はあるか
E 課外活動に対する支援体制は整備されているか
F 学生の生活環境への支援は行われているか
G 保護者と適切に連携しているか
H 卒業生への支援体制はあるか
I 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
J 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか

2024.1.15 対象： 全教職員

＊　研修等に係る諸規程

2023.8.29 対象： 担当教員

2023.12.25 対象： 全教職員

アパレル業界研究 連携企業等： TSIグループ、（株）ステップス、
（株）アズノウアズ、（株）上野商会

アパレル業界の動向把握とキャリアプランについて

（別途、以下の資料を提出）

教員教職課程研修 連携企業等： 学内

教員教職課程研修会の参加報告会を行い学生指導のあり方



種別

関連業界委員

地域団体委員

卒業生

企業等委員

教育関係

＊　自己評価結果公開資料

（別途、以下の資料を提出）

＊　学校関係者評価委員会の企業等委員の選任理由書（推薦学科の専攻分野との関係等）※別紙様式３－２

＊　学校関係者評価結果公開資料（自己評価結果との対応関係が具体的に分かる評価報告書）

URL： https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
公表時期： 公表時期：令和5年6月末頃

山下 敏秀 株式会社たかくら新産業 令和4年4月～4年間

若林　由美 高知大学 令和4年4月～4年間

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

境　泰志
一般社団法人日本アパレル・ファッション産業
協会

令和4年4月～4年間

齊藤　雅久 東京日暮里繊維卸協同組合 令和4年4月～4年間

池田 竹谷 株式会社オルウェイズ 令和4年4月～4年間

A 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
B 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか
C 防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集
A 学生募集は、適正に行われているか
B 学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
C 学納金は妥当なものとなっているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

（１０）社会貢献・地域貢献

（６）教育環境

（９）法令等の遵守

A 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
B 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
C 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか
D 自己評価結果を公開しているか

（８）財務

A 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
B 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
C 財務について会計監査が適正に行われているか
D 財務情報公開の体制整備はできているか

第７回「学校関係者評価委員会」での自己評価対する意見を取り入れた方策実施を含む自己点検・評価報告書をまとめ、理事長をはじめ
とした学校運営基幹職員、教職員も参加した第８回学校関係者評価委員会を10月に開催開催予定。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

令和5年8月31日現在

名　前 所　　　属 任期

A 学校の教室資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
B 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
C 地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか

（１１）国際交流
A 留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか
B 留学生の受入れ・派遣、在籍管理棟において適切な手続き等がとられているか
C 留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか

https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject


公表時期： 令和5年4月1日

（１０）国際連携の状況 留学生受け入れ

（１１）その他 ー

（３）教職員 教職員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育 インターンシップ・研修／実践的職業教育への取組

（５）様々な教育活動・教育環境 インターンシップ・研修／学内学外イベント行事

（６）学生の生活支援 就職支援／校内報／サークル活動

（７）学生納付金・修学支援 奨学生進学制度

（８）学校の財務 資金収支計算書、消費収支計算書、貸借対照表、人件費

（９）学校評価 自己点検自己評価報告書／学校関係者評価

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL：

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育理念／教育目標

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を
提供していること。」関係

（２）各学科等の教育 定員／カリキュラム／進級修業卒業要件

https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の取り組みや、日常からの教育活動、学生の様子、社会貢献、就学成果などの多くの情報公開については、毎日更新のホームページ
やSNS、見学訪問などにより行なっている。委員会の開催だけでなく日頃からの教職員との交流、意見交換、学校評価の場として懇親会を
年に一回開催して開かれた学校運営を目指している。また自己評価、学校評価について包み隠さず公開し、正しく評価を判断出来るように
情報を提供している。具体的な公開方法は以下の方法で行なっている。
①パンフレット広報物（毎年3月末〜）の配布
②学内広報誌（年４回発行）の配布
③ホームページの毎日更新（３〜９月までに順次基本情報を更新）
④懇親会（毎年３月）の開催
⑤企業との相互訪問

　・用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする（別紙様式１－２、２－１、２－２、３－１、３－２、４、５、６、７、８についても同じ。）。
（備考）

（別途、以下の資料を提出）
＊　情報提供している資料

https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
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https://www.tfac.ac.jp/school_info/#subject
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任

兼
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1 ○ カラー 色彩学、AFT色彩検定受験対策

１
・
前
期

35 ○ ○ ○

2 ○ ヘアメイク
ヘアメイクアレンジ技術習得
ヘアスタイリングの基礎・基本を学ぶ。

１
・
前
期

35 ○ ○ ○

3 ○ メイクアップ

フルメイクの為の基礎テクニックの習得。
ショー等のステージメイク応用テクニック
将来の職種精通した知識、技術を養う。
就職活動、自身の身嗜みとして役立てる。

１
・
後
期
Ⅰ

27.5 ○ ○ ○

4 ○ ＰＣワーク

Windows
Wordビジネス文書の作成。
Excel簡易な関数、請求書や在庫管理表、年間売上表
ビジネスメールの送受信方法などのPC操作の解説。

１
・
通
年

92.5 ○ ○ ○

5 ○ 英会話
グローバルコミュニケーション
ネイティブ講師による、日常ビジネス英会話

１
・
後
期
Ⅱ

25 ○ ○ ○

6 ○ カメラワーク

写真撮影についての基礎知識の習得。
PR方法として有効な写真撮影についての基礎知識と
人物、物撮り基本撮影技法の習得
自己表現力の強化

１
・
前
期

35 ○ ○ △ ○

7 ○ 服飾史
古代ギリシャから、中世ヨーロッパ
２０世紀ファッションまで

１
・
前
期

35 ○ ○ ○

8 ○ ファッション素材学

アパレル製品の素材としての繊維、糸、生地を
理解し、製作、販売、衣生活に役立てる。
素材組成から各種素材、織、柄名称、素材加工、
取り扱いケア

１
・
後
期

57.5 ○ ○ ○

9 ○ 服飾技術実習
基本的なお直しや服の構造などについて、
実際にミシンなどを使い製作物を通して学びます。

１
・
通
年

87.5 ○ ○ ○

10 ○ ファッションビジネス概論
アパレルにおける商品の知識取得とビジネス検定対策
（商品アイテム名称、部分名称、使用名称）

１
・
前
期
後
期
Ⅰ

65 ○ ○ ○

11 ○ ファッションジャーナリズムⅠ クリエイティブの楽しさを学ぶ

１
・
後
期
Ⅱ

27.5 △ ○ ○ ○ ○

12 ○ ＳＮＳマーケティング
アカウントの開設から運用方法を学び、集客や
ブランディング方法、各SNSの特徴を理解する。

１
・
後
期
Ⅰ

32.5 △ ○ ○ ○ ○

13 ○ Ｍａｃ演習

Macを使用したグラフィックソフトの技術取得
イラストレーター・フォトショップの初〜中級操作
と実践、パワーポイントを使ったプレゼンテーション
ツール作成

１
・
通
年

95 ○ ○ ○

14 ○ パーソナルコーディネート
スタイリングの組み方、アイテム用語、感情表現、
ストーリー構築　色や生地の組み合わせ方など一連の
流れを学ぶ

１
・
通
年

95 △ ○ ○ ○

15 ○ トレンド・商品知識
トレンドの仕組み、毎シーズンごとのトレンド分析、
実店舗での展開商材分析。トレンドアイテムから業界
の流れを汲み取る

１
・
後
期
Ⅱ

27.5 ○ ○ ○

16 ○ 就職ガイダンス
就職へ向けて、仕事について理解を深め、就職活動
の基本的な流れ・知識を身につける。
自己分析を行い、志望職種や志望企業を定める。

１
・
後
期

57.5 ○ ○ ○

17 ○ ショップ起業実習
ショッププロデュースに関してコンセプトワーク
からターゲット設定、そして商品企画制作仕入れ
を経験し、実店舗運営までの一連の流れを経験させる

１
・
通
年

95 ○ ○ ○ ○

授業科目等の概要

（服飾専門課程 ファッションビジネス科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



18 ○ 産学連携実習

プロモーション計画（WEBその他）を立案し、企画書
に取りまとめて企業様へ提出。
企業担当者様に選考して頂き、選抜作品をプレゼン
テーションさせて頂き、ご評価頂く。

２
・
通
年

185 △ ○ ○ △ ○ △ ○

19 ○ 販売実務演習
接客応対マナー、販売・経営管理、VMD技術の習得
ロールプレイング実習

２
・
前
期

35 ○ ○ ○

20 ○ マーケティング
販促プランの立案などを実際の例を元に知見を高め、
プロジェクトを企画します。

２
・
通
年

95 ○ ○ ○

21 ○
ＳＮＳ/Ｗｅｂマーケティング
・ＥＣ演習

広告、SNS、SEOなどのWEBマーケティングの種類と
各特色を理解し、効果的な運用を行える力を身に
つける。
各素材を作成するために必要な撮影、PCスキルの
向上を目指す。

２
・
通
年

87.5 ○ ○ ○

22 ○ 販売士
アパレル・ファッション業界で多様化した顧客ニーズ
を的確に捉え、豊富な商品知識や接客技術を武器に、
顧客に合った商品を提供できることを目標に学ぶ

２
・
後
期

60 ○ ○ ○

23 ○  ＭＤ論

マーチャンダイザーの業務内容・役割・KPI達成など
基礎知識から実際の店舗での環境観察（プライス・
VMD・購入客等）を通した
実務を想定する	

２
・
通
年

95 ○ ○ ○

24 ○ ファッションジャーナリズムⅡ

ファッション雑誌についての造詣を深める講義を行う
とともに、
実際に学生たちが自分の手によって、雑誌のページ制
作を行う。

２
・
通
年

87.5 △ ○ ○ ○ ○

25 ○ プレス実習

ファッション業界に置けるプレス・PRの職種知識
取得と資料作成及び実践。他の職種にも通用するため
のトレンドキャッチ・コミュニケーション能力と効果
的なプレゼンテーションツール作成。店頭を始めとす
るVP知識と技術取得

２
・
後
期
Ⅱ

27.5 ○ ○ ○

26 ○ バイヤー演習
バイヤーの位置付けや仕組みを理解し、実績方法
を学ぶ

２
・
前
後
期
Ⅰ

67.5 ○ ○ ○

27 ○ 就職キャリアデザイン
自己理解、仕事理解を通して自分のキャリア形成を
考える

２
・
前
期

35 ○ ○ ○

28 ○ ショー制作演習
卒業修了ファッションショー企画運営進行準備
＆実習

２
・
前
期

35 ○ ○ ○ △

29 ○
卒業制作ファッションショー
制作実習

２年間学んだ事を活かし卒業制作ファッション・
ショーの演出企画、運営を遂行しつつ各々リーダー
シップ、チームワーク、コミュニケーション、企画立
案、リスクマネジメント、予算管理能力などを修得す
る。

２
・
後
期

115 ○ ○ ○

29

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

3
13

卒業要件： 1700時間以上の履修時間を修めていること、及び各科目の総合評価がＣ（6）以上であること。
履修方法： 対面及びオンライン

合計 科目 1850 単位（単位時間）


